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HUT3! Concept Making
P 1本手引書の趣旨とコンテンツ

環具の授業の一環として、HUT２の流れをくんだ次世代狭小空間；（HUT３）のコンセプト･メイキング＆デザインを行う。
基本的にHUT３のコンセプト･メイキングはOCMの流れで行うものとする。その進め方を以下に示す。
後述するように、HUT３はカナダのトロントを想定する。

コンテンツ

趣旨

１ OCMの基本的な流れ
２ OCMの３大ステージと７プロセス
３ プロセスコンセプト・メイキングにおける７つのC
４ 環具；カナダにおける次世代狭小空間の与件
５ 場所に関する基本情報

＊ HUT3 のコンセプト・メイキングで提出するもの
①コア・コンセプトとキーワード群
②展開の柱 3～5本
③ラフスケッチ 複数枚
④シーンに関するイメージシナリオ
⑤アイディアのヒント
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HUT3! Concept Making
P 2コンセプト・メイキングの3つの流れ；OCM､RCM､ACM

2008環具；HUT3（仮題）のコンセプト・メイキングはOCMで行う。
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HUT3! Concept Making
P 3

プレゼンテーション

翻訳
概念化

３フェーズ

プリ・コンセプト

創造“場”づくり コンセプトづくり デザイン表現

《観る》

《創る》

《表す》

７ステージ（◎は主要３ステージ）

コンセプト・メイキングの3ステージ、７プロセス

2008環具；HUT3（仮題）のコンセプト・メイキングで踏まえるべきプロセス。
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HUT3! Concept Making
P 4コンセプト・メイキングにおける７つのC

2008環具；HUT3（仮題）のコンセプト・メイキングで注意すべきもの。
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HUT3! Concept Making
P 5

簡易リサーチ

ダイレクト・イメージ法によるキーワード抽出

通常のコンセプト・メイキング（OCM ; Ordinary Concept Making）のプロセスにおける創造“場”をさらに強化させるために、
HUT2ではそれが発生させる“空間” そのものを、与件及び簡易リサーチに基づいてアブダクション（abduction；仮説推論）
的に「イメージ化」し、その想定概念空間から直接コア・コンセプトとキーワードを抽出してしまうという方法をとります。
→『ダイレクト・イメージ法』 この場合のコア・コンセプト、キーワードは概念生成のための叩き台となります。

与件

コア・エレメントとしての
HUT2という未来具現物

HUT2が発生させる未来の新価値空間
= 想定概念空間

与件から短期間に
未来の新価値空間
をイメージする

イメージされた未来の新価値空間から
遡行的（Retroductive）に

コア・コンセプトとキーワードを抽出する

コア・コンセプト

キーワード

キーワード キーワード

キーワード キーワード
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HUT3! Concept Making
P 6与件

与件

◎ カナダ、トロント郊外
◎ 環境の良い広大な敷地（湖畔）
◎ 夏季限定
◎ ＨＵＴ2002の進化版＝環境対応型狭小空間
◎ ノックダウン方式＆セルフビルド
◎ 建築と家具の両要素（環具*）
◎ インスタレーション的要素も考慮
◎ 基礎なし構造
◎ 簡便＆廉価
◎ 将来的には企業とのコラボも照準に入れる
◎ サマーキャンプ拠点としても利用

＊環具；環具すなわち「環境を生成する家具」はオリジナルHUTから用いている概念であるが（言葉としては以前から存在す
る）、テーマである狭小空間を考えるに当たって、「サイズやフレーム」という視座を超えた空間作りが重要になる。つまり
既に構築されている建築の概念と家具の概念を超えながら、さらに新たな空間形成に挑戦するという意味で、家具などの個物
が複数存在することによって生成する「ハザマあるいは関係性における空間」を探究することが今回のプロジェクトでも重要
になる。

オリジナルHUTでの新たな空間発生源は“座”であり、主に座るための道具が概念上の主役であったが、HUT2ではそれも含
め、家具群、個別装置群がその連環の中で発生させる新しい空間が主役となった。その意味で、「環境＝そこにおける新しい
空間---を生成する新しい家具群」の概念的な総称としての“環具”（ゴロも良いかと思われます。）を踏襲して使用していく。

今回の2008環具では、HUT２をさらに進化させ、場所の設定もさらに限定し、よりテーマ性と現実性のあるコンセプト・
メイキングとしてゆく。

2008環具；HUT3（仮題）の与件は以下のとおりである。
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HUT3! Concept Making

コア・コンセプトをリサーチ、サーベイを通じて探し出す手順

① What’s new!? Meeting の推進
＊話題提供はメンバー持ち回り制

② Trigger Product、Trigger Food
の自由評価

③ 関連場所への探訪旅行

⑤ 知識の外在化と完全共有化
＊オンディマンドの情報検索
＊セミ・オープンなチームWeb-Forum

⑥ イメージ・シャワーの活用

⑦ 外部人材の取り込み

・鳥瞰視座

・異質訓化

・感動深化

・哲学探究

・仮説検証

コア・コンセプトと
独自切り口を発見

創造“場”形成法

プリ・コンセプトとサーベイ
＊どこに
＊何を見つけに行くのか

アウトプット

コア・コンセプト
柱・切り口
柱・切り口の分解

より高い次元から
ターゲットの
ポジションや全体像を
見渡す方法

異質、異次元の中に
本当のヒントが
あると想定して
探す方法

自分の閃きや仮説を
練った上で、
その実例を
見つけに行く方法

結果的に最も感動を
したものを
徹底的に
掘り下げる方法

課題や問題意識を
否定・疑問を
繰り返すことで
本質を探し出す方法

＊コンセプト・メイキングでは
問題点抽出以上に発見と着眼点が大切！

＊“場”の中に隠れている貴重な「隠し絵探し」
の旅に出る。

コア・コンセプト

発見！
気付き！

主要５アプローチ

新しい価値を
新しい言葉で
発見すること

④ 外部人材への飛込み取材

コア・コンセプトの見つけ方
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HUT3! Concept Making

強い思いが伝わって来るか！

テーマ

モチーフ

真因

何を

どうしたい

なぜ？

コア・コンセプト

↑ココが曖昧ではないか！

実態調査を十分こなしたか！

コンセプト・メイキング･プロセスのチェック一覧

サーベイ；仮説検証はできたか！

プリ･コンセプトはできているか！

創造“場”は形成できたか！

新価値は発見できたか！

↑良いテーマか！

熟成させたか！

柱・切り口

↑柱は十分か、薄くはないか！

↓具体的方策のメドはあるか！

言葉が発明され練れているか！
斬新さや面白さはあるか！

抽象度の高い新価値提案になっているか！

十分なサーベイをしたか！

創造“場”を確認できたか！

概念構造が調和的か！

イメージ・サンプルは豊富か！

具象物のプリ・イメージは持っているか！

ツール

最終具象物

コア・テクノロジーを確認しているか！

↑“予告編”としてのラフスケッチは
魅力的か、下手でないか！

プレゼン戦略は立てたか！

適切な翻訳はできているか！

イメージ・シナリオは完備しているか！

デッサンは完備しているか！

コア・アイディアを確認しているか！

コア・エレメントを確認しているか！

プレゼン技能は高いか！

プレゼンリハーサルをこなしたか！

翻訳概念化創造“場”づくり コンセプトづくり デザイン表現プロセスの進捗
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HUT3! Concept Making

コア・コンセプト

半人工物

ムラとムダの復権 楽しみの作法化

極小と極大の共存

コツの要る簡便さ

“自然との融合”

“空間を愉しむ” “発見の悦び”

驚きと感動の連鎖空間

究極の自分スタイル

芸術的な洒落

無境界性

代替可能
ヒモと石と手

変幻自在

一つでも宇宙
二つでも宇宙
沢山でも宇宙

昼の太陽、夜の☆

たたんで小さく、広げて無限

風景となる

“そのへんのモノ”を
使いこなすのがミソ

手がけることが遊び、
遊びとはクリエーション

皆でもできる、独りでもできる壁で区分するなんて---
余計なお世話---ナノカモ

絶妙な知恵に---乾杯！

無理しちゃいけない！
でも、人間にはムラもムダも

本当は必要

ワンタッチ---は大切
妙技はもっと大切

あまり簡単じゃつまらない
このＨＵＴ、丸まって冬眠します

・編む
・繕う

・すぐ直せる

そうは言っても、
サイズや工法に

標準がある

まるで新緑が萌出るように

Enjoy doing!

シースルー

折り紙の如き

音を味わう、香りを聞く

コンセプト・パッケージ

潜在的展開性

ノックダウン方式

基礎無し構造

自然素材の活用

携帯移動型

カスタマイズ

交換式アートパネル

連結・拡張型

超精密木材加工

太陽光とLEDの活用

柱（切り口）
ソリューション

技術翻訳
キーワード群

初期のコア・コンセプトとキーワード
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HUT3! Concept Making
p10HUT3の最終コンセプトのコンセプチュアル・シンボル
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HUT3! Concept Making 空間生成に関する概念

＊環具；環具すなわち「環境を生成する家具」はオリジナルHUTから用いている概念ですが（言葉としては以前から存在する）、テーマである
狭小空間を考えるに当たって、「サイズやフレーム」という視座を超えた空間作りが重要になるといえます。つまり既に構築されている建築の
概念と家具の概念を超えながら、さらに新たな空間形成に挑戦するという意味で、家具などの個物が複数存在することによって生成する「ハザ

マあるいは関係性における空間」を探究することが今回のプロジェクトでは重要になります。
オリジナルHUTでの新たな空間発生源は“座”であり、主に座るための道具が概念上の主役でしたが、HUT2ではそれも含め、家具群、個別装置

群がその連環の中で発生させる新しい空間が主役となります。その意味で、「環境＝そこにおける新しい空間---を生成する新しい家具群」の
概念的な総称としての“環具”（ゴロも良いかと思われます。）を踏襲して使用していきたいと思います。

環具；「環境を生成する家具」は、これまでのサイズや枠組みよって物理的に拘束される閉鎖空間
という概念を次の点で革新しているといえる。

① 家具というそれまでは空間中に付随する個物こそが、むしろ逆に空間を発生させる
② 家具そのものが空間ではなくて、家具の連鎖的な関係が空間を発生させる
③ 発生させる空間とは“環境”とよぶに相応しいフレキシブルな概念である

HUT2ではこれにさらに概念的な進化が要求される。すなわち、

① 家具という個物的な存在を超えて、“個的存在”自体（抽象度が高い）としてみて行く
② 発生させる空間は“変化（へんげ）”するものであり、発生のダイナミズムが必要
③ 生成された空間は環境を越えて、出現形態としての審美性が必要である

このような新たな空間をHUT2では概念設定していくことが重要ではないかと考える。それに基づいて
“環具”を超える空間概念のネーミング案として以下を提案いたしたい。
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HUT3! Concept Making “環具”を超える；HUT3のネーミング

美 生 坐
み も ざ

HUT2以降の生成空間には審美性が求められる。 其処にアル、置かれる、座る---などは個々の
存在を意味している。
坐はイマスでもあり、存在の意味を問うている。

空間が生き生きと発生させるというダイナミズムを謳うことが重要である。

語呂、音感、対称性、意味性、簡素性を考慮して、美生坐と命名した。

代替案

環生坐 かむざ
間実坐 まみざ
華生坐 かむざ
華実坐 かみざ
美成坐 みなざ
環生坐 かんざ
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HUT3! Concept Making
P 13パネルのコンセプト

コア・コンセプト 『ハザマを彩る；“私とはいったい誰なのか”』

「創る悦び、遊べる愉しさ、伝える粋---がそこにアル；自分空間表現Cube」

“クレミアン”

空間創出メディア

便利・面白グッズ 自分表現舞台
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HUT3! Concept Making
p14イメージ・シナリオ；クレミアンビレッジ
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HUT3! Concept Making
P 15クレミアンのイメージ２；夜
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HUT3! Concept Making
P 16パネルアイディア１；空間拡張グリッド



Direction of  HUT3 Concept MakingProsess by Taikoh Yamaguchi @ Gainendesign.com 

HUT3! Concept Making
P 17パネルアイディア２；空間創造と自分表現
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HUT3! Concept Making
P 18パネルアイディア３；取り付けの考察
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HUT3! Concept Making
P 19パネルアイディア３；取り付けの考察
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HUT3! Concept Making
P 20パネルアイディア３；取り付けの考察
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HUT3! Concept Making
P 21パネルアイディア３；取り付けの考察
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HUT3! Concept Making
P 22個々のアイディア１；簡易水平床

三角パネルと調整バーによる簡易水平面出しの床
３回の照準合わせで水平が出る。格納時には極めて
体積が減少する。傾斜地でもセッティング可能。

セット

高低調整

高低調整

片側パネルセット

残りパネルセット

高低調整
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HUT3! Concept Making
P 23

ジャッキサンプル
大阪府和泉市
（株）エイシン

低型油圧ジャッキ
EC-20DB
持上げ能力；20ｔ
揚程；85ｍｍ
自重；10ｋｇ
価格；4650円

補強案１

補強案２

水平出しジャッキサンプル
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HUT3! Concept Making
P 24個々のアイディア２；折りたたみ式スキマパネル

スキマを前提とした壁
ある程度のスキマは外からは見えにくく、内からは
通風性が良い。

折りたたむと一体型の一枚板になる。このパッケージ
を利用して、壁、フェンス、ついたてなどに利用する。

トロント周辺の夏は湿度が高め（ナイアガラ瀑布の関係？）
らしいので、むしろ積極的に開放系とする。自然に溶け込む
という意味もある。
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HUT3! Concept Making
P 25個々のアイディア３；松毬風重ね天幕

収納時

天幕組立て
最上部のみ笠
下部は縁のみ

組立後

骨財＋キャンバス地
中央以下を吊り上げて
開口部とする
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HUT3! Concept Making
P 26HUT3具現化物；ベース
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HUT3! Concept Making
p27

HUT3具現化物；空間拡張用交叉スリット
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HUT3! Concept Making
P 28HUT3のコンセプト；コンセプトの具体的表現

HUT２の個別具体的アイディアと実際に具現化した作品


